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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 E－PTFE（Expanded－polytetrafluoroethylene）グラ

フトは，すでに人工血管，人工心膜などとして臨床的

に使用されている．著者はイヌを用いて，EPTFEを

欠損膀胱壁補填および人工尿管として使用し，E－

PTFEの尿路における人工的補填材料としての可能

性を検討した．

 実験方法

 1．E－PTFE膀胱壁補唄実験では，雑種成犬8頭を

用い，2×3cmのE－PTFEパヅチグラフトを欠損した

膀胱壁に補填し，グラフトおよび再生膀胱壁の変化を

最長6ヵ月後まで観察した．

 2．E－PTFE人工尿管の実験では，長さ4cmのE－

PTFEグラフトを，距離を短くするために腸骨窩に自

家腎移植し，その後に尿管を切除したイヌの腎孟と膀

胱の間に移植した．これらのグラフトおよび再生周囲

組織の変化を，9頭において最長21ヵ月後まで観察し

た．

 両実験とも術後の経過を追って，X線学的ならびに

肉眼的および組織学的検索を行ない，尿路の形態学的

ならびに機能的変化を追求し，あわせてE－PTFEの耐

水性，組織親和性および再生組織の変化を検討した．

 成績

 1．E・PTFE膀胱壁補填実験では，以下の成績がえ

られた．1）膀胱造影では，膀胱の著明な変形および尿

漏はみられなかった．2）肉眼的所見として，グラフト

は経過とともに膀胱壁から剥離の傾向を示し，6ヵ月

後の1頭では，グラフトは膀胱内に脱落し結石を形成

していた．3）組織学的には，1ヵ月後においてグラフ

トの漿膜側全長に薄い再生上皮が出現した．これはし

だいに発育し，6ヵ月後では再生移行上皮となり，筋

組織を含んだ結合組織により裏打ちされていた．

 2．E・PTFE人工尿管の実験では，1）いずれの時期

にも，尿漏はみられなかった．2）9頭のうち5頭にお

いて，腎臓の組織学的所見はほぼ正常であった．残り

4頭は水腎症を示したが，このうち器質的尿路通過障

害が存在したのは2頭のみであった．3）E－PTFEグ

ラフトそれ自体はほとんど変化を示さず，エオジン好

性の無構造物質の侵入がみられるのみであった．4）グ

ラフト周囲には，再生移行上皮に被われ，かつ筋組織

を伴った結合組織が発達した．

 考察および結論

 E－PTFEは膀胱に補唄された場合，最終的には排除

されるが，ある時期までは膀胱壁の再生に役立っこと

が判明した。また人工尿管として用いられた場合には，

ある一定期間においては人工尿管として機能するが，

やがて脱落する，その間に，グラフト周囲に再生移行

上皮で被われた結合組織性の管状構造物が発達し，新

しい尿管としての形態をとる．

 以上の結果より，E－PTFEは膀胱および尿管欠損部

の補填に有用であると考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文はE－PTFEグラフトの尿路における補填材料としての有用性を機能組織反応，治癒過程な

どについて実験的に検討し，本グラフトが尿路の再建に使用しうる可能性があることを示したもの

で，学問上，臨床上価値あるものと認める．
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